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双葉町移住定住
相談センターが
開所しました
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　議会改選後、初の議会（臨時会）が２月５日に開かれました。正副議長選挙、議席の指定、各常任
委員会委員選任、双葉地方広域市町村圏組合議会議員及び双葉地方水道企業団議会議員の選挙などを
行い、議会構成が決まりました。
　また、町長から提出された議案２件、監査委員の選任などの議案が付議され、いずれも原案のとお
り可決・同意されました。

２番　山根　辰洋 ２番　山根　辰洋 議員議員

５番　作本　信一 ５番　作本　信一 議員議員

７番　高萩　文孝 ７番　高萩　文孝 副議長副議長

１番　渡部　昭洋 １番　渡部　昭洋 議員議員

４番　伊藤　哲雄 ４番　伊藤　哲雄 議員議員

６番　菅野　博紀 ６番　菅野　博紀 議員議員

初議会初議会
議会構成が決まりました議会構成が決まりました 議　長　　岩本　久人

副議長　　高萩　文孝

　町の再生を諦めず、100年続
く町の基礎を築くために、今必
要なことにしっかりと向きあっ
ていきます。特に農業再生と教
育・子育て環境づくりについて
注力していきます。

　町の復興に全力で取り組むと

共に県内外に避難されている町

民の皆様方の生活・コミュニ

ティ支援に努めてまいります。

子どもたちの未来に夢と憧れを
①情操教育の充実
②学びの機会の保障
③地域連携型医療の整備
④安定企業への雇用促進

　町民の皆様から負託されたと
いうことを肝に銘じ、震災後そ
れぞれの選択をされた方から
「やっぱり双葉っていいなぁ！」
と思っていただける町づくりを
進めます。どうぞたくさんの声
をお聞かせ下さい。

３番　小川　貴永 ３番　小川　貴永 議員議員

　賠償問題は町民の皆さまの生活や未来
に直結する大きな問題です。皆さまの声
をしっかり受け止め、適切な賠償が行わ
れるように引き続き尽力してまいりま
す。農業の再生に向けた新しい技術や６
次化、また若い世代が安心して農業を始
められるよう、環境整備にも力を入れて
いきます。

　未来の双葉町に向けて、住む拠
点・働く拠点の更なる充実の為
に「子供が生まれ、育っていく
地域にはどんな機能が必要なの
か」。双葉町に帰ってきて良かっ
た、選んで良かったと感じる様
な町にしたいと思っています。

●�賠償・補償問題に全力で取り
組みます。
●�避難生活の不自由さ解消に取
り組みます。
●�被ばくによる健康被害の定期
健診を実施させます。

令和７年　第１回 臨時会
～２月５日～
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８番　８番　
岩本　久人 岩本　久人 議長議長

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
と
し
て
の
６
期
目
の
負
託
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
去
る
２
月
５
日
の
議
会
臨

時
会
で
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
複
合
災
害
に
よ
り
、
様
々

な
事
情
を
抱
え
て
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
方
、ま
ち
づ
く
り
の
途
上
に
あ
る
中
、

町
内
で
新
た
に
生
活
を
始
め
ら
れ
た
方
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
状
況
も
様
々
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
町
民
の

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
議
会
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解

除
」「
誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」「
故
郷
と
の
絆
の
維
持
及
び

生
活
再
建
支
援
の
継
続
」
に
注
力
し
、
公

正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
に
対
し
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成

【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

委
員
長　

山
根　

辰
洋

副
委
員
長　

渡
部　

昭
洋

委　
　

員　

伊
藤　

哲
雄

委　
　

員　

岩
本　

久
人

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長　

作
本　

信
一

副
委
員
長　

菅
野　

博
紀

委　
　

員　

小
川　

貴
永

委　
　

員　

高
萩　

文
孝

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長　

山
根　

辰
洋

副
委
員
長　

作
本　

信
一

委　
　

員　

渡
部　

昭
洋

委　
　

員　

菅
野　

博
紀

委　
　

員　

高
萩　

文
孝

双葉地方水道企業団議会議員
渡部　昭洋

高萩　文孝

双葉地方広域市町村圏組合議会議員
山根　辰洋
作本　信一
岩本　久人

令和７年第１回臨時会の採決状況令和７年第１回臨時会の採決状況

その他の付議事件その他の付議事件

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部
昭
洋

山
根
辰
洋

小
川
貴
永

伊
藤
哲
雄

作
本
信
一

菅
野
博
紀

高
萩
文
孝

岩
本
久
人

西郷内橋橋梁補修工事変更請負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度一般会計補正予算（第５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

監査委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ 退※ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席　　※地方自治法第117条の規定による退席

●工 事 名　西郷内橋橋梁補修工事
●契約金額　変更前　４５，８７０，０００円
　　　　　　変更後　６１，７７１，６００円

契約の変更

伊藤　哲雄　氏

監査委員の選任

●帰還促進住宅支援事業補助金
　……………………………………１５，０００，０００円
●住宅修繕等支援事業補助金
　……………………………………２３，０００，０００円
●住民税非課税世帯物価高騰対策支援給付金
　……………………………………３０，０００，０００円

主な補正予算
（令和６年度双葉町一般会計補正予算）
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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました
　令和６年第４回議会定例会は、12月11日から13日までの３日間の日程で開かれました。
　条例の制定・一部改正、町道路線の認定、土地の取得、補正予算などの議案が提出され、いずれ
も原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。

●目　　　的　双葉町養液栽培施設整備事業用地
●土地の所在　①双葉町大字中田字廹間田地内　15筆
　　　　　　　②双葉町大字中田字川原田地内　３筆
●土地の面積　①7,448.53㎡
　　　　　　　②9,251㎡

土地の取得

双葉町大字長塚字谷沢町地内の公衆用道路を町道として
管理するため、道路法第８条第１項の規定に基づき認定

町道路線の認定

●双葉町手話言語条例の制定
　�　手話は言語であるという認識に基づき手話の理解及び普及に関する基本理念を定め、町の責務及び町
民等の役割を明らかにするとともに、町が推進する施策の基本的事項を定めることにより、全ての町民
が共に生きる地域社会を実現するため制定

●双葉町農業用施設等の無償貸付け及び譲与に関する条例の制定
　�　町が整備する農業用施設等を農業者等に無償で貸し付けること及び譲与することについて必要な事項
を定めるため制定

●双葉町消防団消防屯所の設置及び管理に関する条例の制定
　�　町の施設として整備した双葉町消防団第１分団及び第２分団に係る消防屯所の設置及び管理について
必要な事項を定めるため制定

●町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
　�　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告に準じて、期末手当の年間支給割合を引き上げるために
改正

●議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正
　�　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告に準じて、期末手当の年間支給割合を引き上げるために
改正

●職員の給与に関する条例の一部改正
　�　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告を踏まえ、若年層に重点を置き全ての号給の給与月額並び
に期末手当及び勤勉手当の年間支給割合を引き上げるため改正

条例制定・改正

●中長期的な派遣職員に係る負担金
　� ４３，０００，０００円
●物価高騰こども加算生活支援追加給付金
　� １２，５００，０００円
●慰霊碑整備測量設計業務委託料
　� １０，０００，０００円
●双葉駅東地区商業施設設計等業務委託料
　� １２，９５３，０００円
●双葉駅東地区商業施設建設工事監理業務委託料
　� １０，３２９，０００円
●双葉駅東地区商業施設建設工事
　� ５，２６７，０００円
●西郷内橋橋梁補修工事
　� ２０，０００，０００円

主な補正予算
（令和６年度双葉町一般会計補正予算）

路線
番号 路線名

起　　　点
総延長

終　　　点

531 観音堂・
谷沢町線

大字長塚字谷沢町62番２地先  から
61.4ｍ

大字長塚字谷沢町68番１地先  まで
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第４回
定　例　会

12月11日～13日
このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

12月定例会の採決状況12月定例会の採決状況

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

岩
本 

久
人

高
萩 

文
孝

伊
藤 

哲
雄

専決処分の承認について
専決第４号　令和６年度双葉町一般会計補正予算（第３号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町手話言語条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町農業用施設等の無償貸付け及び譲与に関する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町消防団消防屯所の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

土地の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

土地の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席

質
疑
内
容

双
葉
町
消
防
団
消
防
屯

所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

【
問
】
岩
本
久
人

　

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
管

理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
こ
の
条
例
の
制
定
に

至
っ
た
の
か
伺
う
。

【
説
明
】
住
民
生
活
課
長

　

将
来
、
指
定
管
理
者
に
お

願
い
す
る
こ
と
も
想
定
し
、

制
定
の
際
に
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
も
定
め
る
も
の
で
あ

る
。

【
問
】
岩
本
久
人

　

消
防
団
は
地
域
の
安
心
安

全
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る

の
で
、
指
定
管
理
制
度
導
入

の
際
に
は
消
防
団
と
十
分
協

議
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺

う
。

【
答
】
町
長

　

管
理
は
各
分
団
で
行
っ
て

い
た
だ
く
の
が
本
来
の
姿
で

は
あ
る
が
、
避
難
を
継
続
す

る
町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
指

定
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
と
話
合
い
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
会
議
員
の
報
酬
、
期

末
手
当
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
問
】
菅
野
博
紀

　

期
末
手
当
を
支
給
し
た
あ

と
の
議
決
と
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
順
番
が
逆
な
の
で
は

な
い
か
。
町
か
ら
も
人
事
院

勧
告
が
早
く
通
達
さ
れ
る
よ

う
な
働
き
か
け
が
必
要
か
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

【
答
】
町
長

　

人
事
院
に
要
望
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
対
応
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
取
組
が
で
き
る

か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
令
和
6
年
第
4
回

議
会
定
例
会
に
お
い

て
提
出
さ
れ
た
議
案

の
審
議
に
お
い
て
、
主

な
質
疑
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは12月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目し
たい質問を取り上げます。

町政町政にに切切りり込込む !む !

【 作本 信一 議員 】
１．町内私有地の除草について

２．福祉施設等の整備について 

３．双葉町の今後の復興まちづくりについて

【 高萩 文孝 議員 】
１．双葉町の地域医療の充実について 

２．生徒海外派遣事業について

３．双葉町学校設置に向けた検討状況について

【 菅野 博紀 議員 】
１．原子力損害賠償について

【 小川 貴永 議員 】
１．町内民有地の除草作業について

【 山根 辰洋 議員 】
１．町民のイベント参加等の旅費・報償費等の基準の見直しについて

２．既存公共施設の利活用について

３．復興まちづくり計画（第３次）の振り返りと次期計画の策定について

注目

注目

注目

注目

注目
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答 問
駅
西
地
区
に
交
流
機
能
を
備
え
た

複
合
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い
る

町
内
の
福
祉
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
問
う

作本 信一 議員

動画でも視聴可能です。

＜作本議員のその他の質問（概要）＞
●町内私有地の除草について
質　　問：解体による除染作業により空き地となった土地について、草木が生い茂

り、放置された土地も見受けられる。高齢化などにより管理が難しいと
言う声も町民から聞かれるが、町の考えは。

町長答弁：私有地については、除草剤の配布や除草作業を行う商工会加入事業者の
紹介などの取組を行っている。新たな制度の構築に向けた検討を進める。

再  質  問：シルバー人材センターの再開、農地保全管理組合への依頼、クリーンアッ
プ作戦の再開、東京電力に帰還困難区域同等の除草作業を依頼すること
を検討してはいかがか。

町長答弁：クリーンアップ作戦については、各行政区から協力を得られれば有効な
手段であると考える。

●双葉町の今後の復興まちづくりについて
質　　問：特殊な事情を抱える当町において、今後の復興まちづくりに向けた決意

と来年１月の町長選への出馬の有無を伺う。
町長答弁：ふるさと双葉を１日でも早く取り戻すため、帰還困難区域全域の避難指

示解除に向けて、転換点となる特定帰還居住区域の避難指示解除に全力
で取り組んでいく。

　　　　　後援会からは出馬要請をいただいており、町民の皆さまの負託をいただ
けるならば再度出馬し、全身全霊を傾けて双葉町の復興に取り組んでい
きたい。

●
福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

質
　
問

　

旧
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
避
難
指
示
解
除
後
、
町

に
帰
還
し
た
町
民
に
つ
い
て

は
高
齢
者
が
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
町
に
帰
還
し
た
町

民
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
、
早
急

に
福
祉
施
設
等
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

震
災
以
前
は
町
内
に
医
療

機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
が
存

在
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大

震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
り
、
す
べ
て
の
施
設

が
閉
鎖
さ
れ
、
現
在
は
駅
西

地
区
に
開
所
し
た
町
診
療
所

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
核
と
な
る
双
葉

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
主
に
避
難
し
た
町
民

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

　

町
民
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
の
た
め
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
や
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
令
和

９
年
度
の
開
所
を
目
指
し
、

駅
西
地
区
に
複
合
的
福
祉

サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

再
質
問

　

今
、
高
齢
者
が
町
に
戻
っ

て
き
て
い
て
、
今
後
も
町
に

戻
る
高
齢
者
は
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
双
葉
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
本
部
や
町

に
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
が
い
わ
き
に
あ
る

状
況
で
あ
る
が
、
町
内
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

町
長
答
弁

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
町
に
戻
っ
て
い
た
だ

け
る
方
向
性
で
協
議
を
進
め

て
い
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
は
町
に
戻
っ
て
く
る

構
想
を
立
て
て
い
る
が
、
町

の
居
住
人
口
を
鑑
み
た
と
き

に
町
単
独
で
経
営
が
成
り
立

つ
か
、
必
要
な
人
材
が
確
保

で
き
る
か
が
見
通
せ
な
い
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
近
隣
町

村
と
連
携
・
協
議
し
、
適
し

た
場
所
に
広
域
的
に
造
っ
て

い
く
と
い
う
取
組
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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答 問
令
和
10
年
4
月
の
開
校
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る

町
内
の
学
校
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
問
う

高萩 文孝 議員

動画でも視聴可能です。

●�

双
葉
町
学
校
設
置
に
向
け

た
検
討
状
況
に
つ
い
て

質
　
問

　

令
和
６
年
３
月
に
双
葉
町

学
校
設
置
基
本
構
想
が
ま
と

ま
り
、
学
校
設
置
に
向
け
た

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
検
討
状
況

と
今
後
の
具
体
的
な
学
校
設

置
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。

　

さ
ら
に
、
同
基
本
構
想
内

で
提
示
さ
れ
た
こ
れ
か
ら
の

検
討
課
題
５
項
目
に
つ
い

て
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

　

今
年
度
は
双
葉
町
学
校
設

置
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
施

設
整
備
の
骨
格
と
な
る
双
葉

町
新
学
校
施
設
整
備
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
、
外
部
有

識
者
に
よ
る
第
４
回
学
校
設

置
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

基
本
計
画
報
告
書
案
が
策
定

さ
れ
た
。
本
計
画
案
を
踏
ま

え
て
、
今
後
開
催
す
る
双
葉

町
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
基
本
計
画
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

開
校
時
期
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
よ
り
設
計
業
務

に
着
手
す
る
と
と
も
に
詳
細

な
教
育
課
程
や
学
校
組
織
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
令
和

８
年
度
を
め
ど
に
建
設
工
事

に
移
行
し
、
令
和
10
年
４
月

の
開
校
を
目
指
し
て
準
備
を

進
め
て
い
く
。

　

次
に
、
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
る
５
つ
の
項
目
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

今
年
度
は
施
設
の
基
本
計
画

の
策
定
段
階
で
あ
り
、
次
年

度
か
ら
詳
細
な
教
育
課
程
や

学
校
組
織
に
関
す
る
検
討
を

進
め
る
中
で
、
基
本
計
画
の

施
設
構
成
案
を
踏
ま
え
、
よ

り
具
体
的
な
議
論
に
着
手
し

て
い
く
。

再
質
問

　

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
５

項
目
中
、
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

等
の
学
校
と
の
関
わ
り
と
い

う
表
現
も
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
地
域
の
力
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
検
討
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

子
ど
も
、
そ
し
て
親
が
町

に
引
っ
越
し
て
く
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
環
境
整
備
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

住
む
場
所
が
な
い
と
引
っ
越

し
も
か
な
わ
な
い
た
め
、
そ

の
辺
り
の
お
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

　

教
育
基
本
構
想
の
中
で

「
わ
た
し
の
学
校
」「
み
ん
な

の
学
校
」「
つ
な
が
る
学
校
」、

そ
し
て
こ
の
震
災
を
経
験
し

て
い
る
の
で
、「
そ
な
え
る

学
校
」と
、こ
の
４
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
て
い
る
。
学
校
施
設

も
含
め
て
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
な
教
育
を

行
い
た
い
。

　
「
つ
な
が
る
学
校
」
と
は
、

地
域
と
一
緒
に
つ
な
が
り
、

地
域
で
学
校
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
学
校

を
目
指
し
た
い
、
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
環
境
整
備
で
子

ど
も
た
ち
が
来
る
と
い
う
こ

と
は
保
護
者
、
大
人
が
来
る

こ
と
で
あ
り
、
住
む
環
境
、

こ
れ
は
必
要
に
な
る
か
と
思

う
の
で
、
町
長
部
局
と
検
討

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

＜高萩議員のその他の質問（概要）＞
●�双葉町の地域医療の充実について
質　　問：コスト面、合理性の観点から、地域連携型医療の整備も視野に入れるべ

きと考えるが、今後の双葉町の地域医療の充実について、町の考えを伺
う。

町長答弁：県が双葉地域の医療提供体制の中核を担う新たな病院の整備を進めてお
り、令和11年度以降の開業を目指している。町としては早期の開業を強
く求めている。

再  質  問：２次医療として県立医科大学と連携する考えはあるか。
町長答弁：福島県の医療体制が厳しい中、一つに集約したほうが双葉郡の医療体制

の確保につながると考え、新たな病院の開業が早期になされるよう双葉
郡の首長で要望したい。

●生徒海外派遣事業について
質　　　問：これまでの成果と今後の具体的な展望について伺う。
教育長答弁：海外派遣事業での様々な経験から多様性や異文化に対しての理解を深

めることができた。今後、英語教育と国際理解教育を基盤とするグロー
バルな学びへの実践を目指したい。

再　質　問：今後も継続する事業であるか。
教育長答弁：今後も継続したい。
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答 問
原
賠
審
事
務
局
と
の
意
見
交
換
の
中
で
要
望
し
、

「
実
施
す
る
こ
と
を
視
野
に
検
討
し
た
い
」
と
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た

原
賠
審
と
町
民
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
要
望
し
た
か

菅野 博紀 議員

動画でも視聴可能です。

●
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質
　
問

　

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

で
伺
っ
た
、
原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
審
査
会
委
員
の
方
々

と
商
工
業
者
、
双
葉
町
民
の

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
要
望
し
た
の
か
、
ま

た
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
委
員
と
商
工
業
者
、
町

民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

に
つ
い
て
の
要
望
と
し
て
、

10
月
28
日
、
原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
審
査
会
の
事
務
局
で

あ
る
文
部
科
学
省
原
子
力
損

害
賠
償
対
策
室
と
町
担
当
課

と
の
意
見
交
換
の
際
、「
継

続
的
に
住
民
の
方
の
意
見
を

聞
い
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
」
と
伝
え
、
原
子
力
損
害

賠
償
対
策
室
か
ら
は
、「
住

民
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

は
、
実
施
す
る
こ
と
を
視
野

に
検
討
し
た
い
」
と
の
や
り

取
り
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　

今
後
と
も
機
会
を
捉
え

て
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
委
員
の
方
々
と
商
工

業
者
や
町
民
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
を
要
望
し
て
い

く
。再

質
問

　

個
人
の
方
が
、
土
地
の
賠

償
額
が
何
十
倍
に
も
な
っ
て

い
る
例
も
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
個
別
事
例
は
、
東
京
電
力

は
提
示
し
て
こ
な
い
。

　

原
賠
審
は
賠
償
の
指
針
の

提
示
の
ほ
か
に
、
東
京
電
力

の
賠
償
の
監
視
を
行
う
べ

き
。
農
業
者
で
あ
れ
ば
自
家

消
費
の
部
分
も
賠
償
す
べ
き

で
あ
る
し
、
商
工
業
は
賠
償

が
終
了
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
転
職

し
た
ら
キ
ャ
リ
ア
が
１
か
ら

に
な
っ
て
し
ま
う
。
町
民
で

あ
る
こ
と
を
隠
す
よ
う
な
そ

ん
な
町
に
し
た
原
因
者
は
誰

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
町
長
の
考
え
を
再
度

伺
う
。

町
長
答
弁

　

町
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全
て

の
人
た
ち
に
公
平
公
正
に
賠

償
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
い

う
考
え
方
に
は
変
わ
り
は
な

い
。
中
間
指
針
は
最
低
限
の

賠
償
と
う
た
っ
て
い
る
以

上
、
ま
ず
は
賠
償
の
期
間
を

令
和
４
年
８
月
30
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

個
別
事
情
の
賠
償
に
関
し
て

町
が
関
与
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
期
日
の
問
題
は
継
続

し
て
要
望
し
て
い
く
。

再
々
質
問

　

個
人
の
方
が
個
別
賠
償
の

実
績
を
町
に
提
出
す
る
こ
と

を
許
可
し
て
く
れ
る
な
ら
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
よ
い
と

考
え
る
。
原
賠
審
と
町
民
と

の
懇
談
会
の
実
現
に
つ
い
て

も
う
一
度
町
長
の
考
え
を
伺

う
。町

長
答
弁

　

文
部
科
学
省
の
原
子
力
損

害
賠
償
対
策
室
と
の
交
渉
の

中
で
、
町
と
し
て
要
望
し
て

い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
申

し
入
れ
し
て
い
く
。

議会の定例会は年４回
（３月、６月、９月、12月）
開催されます。

傍聴もできますのでお気軽にお越しください。
３月定例会の日程については、

ホームページでお知らせいたします。

【問い合わせ先】　
議会事務局　☎0240-33-0309
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答 問
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
の
試
験
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る

町
内
民
有
地
の
除
草
に
新
技
術
を
導
入
し

省
力
化
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う

小川 貴永 議員

動画でも視聴可能です。

●�

町
内
民
有
地
の
除
草
作
業

に
つ
い
て

質
　
問

　

近
年
、
自
治
体
や
農
業
分

野
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

除
草
剤
散
布
や
ロ
ボ
ッ
ト
を

活
用
し
た
除
草
作
業
を
取
り

入
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
町
内
に

お
け
る
民
有
地
の
除
草
作
業

に
こ
う
し
た
新
技
術
を
導
入

し
、
省
力
化
を
図
る
考
え
は

あ
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
町

で
は
民
有
地
の
除
草
作
業
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
と
の
協
力
体
制
を
今
後

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

私
有
地
は
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
町
と
し
て
立
ち
入
る

こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。一
方
で
、

帰
還
・
移
住
意
欲
の
高
揚
と

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
町
内
住
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
宅
地
の

除
草
に
使
用
す
る
除
草
剤
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
町
の

商
工
会
加
入
事
業
者
で
除
草

作
業
を
行
う
事
業
者
を
紹
介

す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
す
る
取
組
を
進
め
て

き
た
。
町
内
に
お
け
る
民
有

地
の
除
草
作
業
の
省
力
化
を

図
る
た
め
に
は
、
ド
ロ
ー
ン

や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
新
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
来
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
向
け
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

り
機
の
試
験
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
と
の
協
力
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
、
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
地
区
を
対
象
と
し

た
新
た
な
制
度
の
構
築
に
向

け
た
検
討
と
と
も
に
、
ど
の

よ
う
な
方
策
が
あ
る
か
議
論

し
て
い
く
。

再
質
問

　

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
除
草
剤
散
布
の

実
証
試
験
例
も
あ
る
。
ド

ロ
ー
ン
は
非
常
に
操
作
も
簡

単
で
、
作
業
時
間
の
短
縮
も

見
込
め
る
。

　

民
有
地
所
有
者
が
除
草
作

業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
支

援
を
求
め
て
い
る
か
、
資
金

的
な
こ
と
、
人
的
な
こ
と
、

道
具
な
ど
ニ
ー
ズ
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
域
住
民
と
の
協
力
体
制

に
お
い
て
は
、
保
全
管
理
組

合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
企
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
商
工

会
の
商
品
券
が
も
ら
え
る
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
制
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
や
表

彰
制
度
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

地
域
団
体
や
各
種
団
体
と

の
協
力
体
制
を
構
成
す
る
た

め
、
ま
ず
役
割
を
明
確
化
す

る
。
さ
ら
に
、
参
加
者
に
対

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

を
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な

活
動
を
推
進
す
る
。
町
と
し

て
こ
の
よ
う
な
取
組
を
支
援

す
る
意
向
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

一
つ
一
つ
幅
広
に
検
討

し
、可
否
を
判
断
し
て
い
く
。

　双葉町議会ホームページ
では、本会議の日程、議会
会議録（平成23年以降）な
どを掲載しています。

議会インターネット中継も
ご覧いただけます。

双葉町議会
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答 問
次
年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
意
見
を
集
約
し
策
定
を
進
め
る

次
期
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
方
法
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。

●�

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
３
次
）
の
振
り
返
り

と
次
期
計
画
の
策
定
に
つ

い
て質　

問

　

本
計
画
の
進
捗
率
に
つ
い

て
、
実
施
計
画
の
予
算
執
行

率
も
踏
ま
え
ど
の
程
度
進
捗

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
進
捗

さ
れ
て
い
な
い
事
業
は
何
が

あ
る
の
か
を
伺
う
。

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
双
葉

町
に
帰
町
す
る
前
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
計
画

で
捉
え
切
れ
て
い
な
い
帰
町

後
に
顕
在
化
し
た
帰
町
後
の

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
、
次
期
計
画

の
策
定
に
向
け
て
は
ど
の
よ

う
な
方
法
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

令
和
６
年
度
は
、
本
計
画

の
折
り
返
し
地
点
で
あ
り
、

計
画
担
当
課
が
全
課
に
事
業

の
進
捗
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
い
る
。
今
後
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、
課
題

の
洗
い
出
し
や
事
業
の
整

理
、
予
算
へ
の
反
映
な
ど
を

進
め
て
い
く
。

　

帰
町
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
喫
緊
の
課
題
は
住
ま
い

の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
る
。

駅
西
住
宅
は
既
に
９
割
以
上

の
申
込
み
状
況
で
あ
り
、
民

間
ア
パ
ー
ト
は
建
築
資
材
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
整
備
が
進

ま
ず
、
整
備
さ
れ
て
も
す
ぐ

に
満
室
と
な
る
状
況
が
続
い

て
い
る
。
引
き
続
き
、
国
や

県
と
連
携
し
、
住
宅
確
保
の

取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

町
内
で
の
学
校
再
開
、
営
農

再
開
な
ど
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
た
め
、
復
興
の

フ
ェ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
各
施
策
を
効
果
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
４
次
）
に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
度
か
ら
令
和
18
年

度
の
10
年
間
の
計
画
と
す
る

予
定
で
あ
り
、
ま
ず
は
次
の

10
年
を
見
据
え
た
基
本
構
想

を
策
定
し
、
来
年
度
か
ら
２

カ
年
を
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画

の
策
定
を
進
め
る
。

再
質
問

　

民
間
の
投
資
を
促
す
よ
う

な
、
ど
こ
に
民
間
の
投
資
余

地
が
あ
る
の
か
、
民
間
が
投

資
し
や
す
い
計
画
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

住
宅
建
築
に
関
し
て
、
民

間
投
資
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
が
、
原
材
料
の
高
騰
に
よ

り
な
か
な
か
話
が
進
ま
な
い

状
況
で
あ
る
。
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
も

あ
る
た
め
検
討
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
町
の
喫
緊
の

課
題
と
い
う
の
は
、
居
住
に

対
す
る
対
応
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
、
ご
意
見
や
ご
指

摘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

企
業
だ
け
で
は
な
く
個
人

も
民
間
と
捉
え
た
と
き
、
み

ん
な
で
つ
く
る
計
画
が
一
つ

の
未
来
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
民
間
が
投
資
し

や
す
い
計
画
か
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
入
り
口
だ
け

で
は
な
く
、継
続
し
て
い
く
、

し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
く

と
い
う
と
こ
ろ
に
対
し
て
の

支
援
等
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
の
考
え
が
あ
れ
ば
伺
う
。

町
長
答
弁

　

企
業
に
対
し
て
は
中
野
地

区
復
興
産
業
拠
点
が
、
個
人

の
方
に
対
し
て
は
東
邦
銀
行

を
改
装
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
民
間
参

入
の
支
援
と
な
る
。
町
に
参

入
し
て
成
功
し
た
と
い
う
実

感
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
か
、
機
会
を
捉
え
把

握
し
て
い
く
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
●町民のイベント参加等の旅費・報償費等の基準の見直しについて
質　　問：昨今の物価高騰の影響等を踏まえ、見直しする考えがあるか。
町長答弁：国家公務員における旅費制度の見直しのほか、県や近隣町村の改定状況

も踏まえつつ、検討していく。
再 質 問：旅費・報償費等の改定は町民の要望の一例であり、住民の要望を聞く一

本化した窓口を設置する考えはあるか。
町長答弁：機会を捉えて要望を伺いたい。
再々質問：窓口設置について再度伺う。
町長答弁：対応について検討したい。
●既存公共施設の利活用について
質　　問：旧双葉南・北小学校の建物利活用方針について、その後の検討状況を伺う。
町長答弁：旧双葉南小はアーカイブ施設として、改修せずに残す。旧北小学校は改修

し民間事業者が活用できるよう、用途地域変更に着手したところである。
再 質 問：改修等のコストを考えると早期に改修等に着手すべきと考えるか考えを伺う。
町長答弁：プロポーザル等を早期に実施したい。
再々質問：旧双葉南小学校についてはアーカイブ施設としてどのように費用回収し

ていくイメージであるか。
町長答弁：現時点で見せることに問題はないが、後世に残すにあたって損壊状況に

ついては把握し対策していく。



令和７年３月発行（12）第 150 号

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
ふ
た
ば
」
第
１
５
０

号
か
ら
は
、
先
ご
ろ
執
行
さ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
に
よ
っ
て
新
た
な
編
集
委
員
も
加
わ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
居
住
さ
れ
た
皆
様
、
県
内
外
に
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、
町
の
う
ご
き
、
議
会
の

う
ご
き
、
ま
た
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、

ご
要
望
、
ご
感
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
様

に
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
編

集
委
員
一
同
、
こ
れ
か

ら
も
情
報
を
提
供
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、今
度
と
も
「
議

会
だ
よ
り
ふ
た
ば
」
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
作
本
）

【
編
集
委
員
会
】委 

員 

長　

作
本　

信
一

　
　
　

副
委
員
長　

渡
部　

昭
洋

　
　

委　
　

員　

山
根　

辰
洋

　
　

委　
　

員　

小
川　

貴
永

編
集
後
記

双葉町議会事務局
電話:0240-33-0309
FAX:0240-33-0310
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

議
会
の
う
ご
き

12 
月

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

11
日
～
13
日

　
　
　

�

令
和
６
年
第
４
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

22
日　

�

立
憲
民
主
党
野
田
佳
彦
代
表

町
内
視
察

23
日　

�

双
葉
地
方
町
村
会
・
議
会
議

長
会
合
同
要
望
活
動

24
日　

�

福
島
県
復
興
祈
念
公
園
管
理

棟
建
築
工
事
起
工
式

25
日　

�

自
由
民
主
党
復
興
加
速
化
本

部
谷
公
一
本
部
長
町
内
視
察

１ 

月

５
日　

双
葉
町
賀
詞
交
換
会

６
日　

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
要
求
書
手
交

８
日　

双
葉
消
防
本
部
出
初
式

９
日　

�

環
境
省
中
田
宏
副
大
臣
、
勝

目
康
環
境
大
臣
政
務
官
来
庁

10
日
～
12
日

　
　
　

第
35
回
双
葉
町
総
合
美
術
展

11
日
～
12
日

　
　
　

令
和
７
年
双
葉
町
ダ
ル
マ
市

　
　
　

第
９
回
双
葉
町
民
作
品
展
覧
会

11
日　

双
葉
町
は
た
ち
を
祝
う
会

12
日　

奉
納
神
楽
大
会

　
　
　

第
34
回
双
葉
町
芸
能
発
表
会

　町執行部より下記の事項について説明が行われました。
●令和６年度町政懇談会の概要について� （秘書広報課）
●下水道料金の減免措置終了について� （建設課）

全員協議会　全員協議会　12月13日12月13日

　令和７年２月７日、富岡町「学びの
森」において、双葉地方町村議会議員
を対象とした研修会が行われました。

【研修内容】
〇�演題：�移住政策のアプローチと双

葉８町村の役割
【講師】
ふくしま12市町村移住支援センター
� センター長　藤沢　烈　氏

双葉地方町村議会議員 双葉地方町村議会議員 
研修会　研修会　２月７日２月７日
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